
  

 

 

                                   

 

 

                            

 

 

 

 

 

 

  

№４ 

令和８年６月 23 日 

学校へのお手紙はこちらでも→E-mail:mosetyu＠lion.ocn.ne.jp 

校長 島田 路也 

５月 31 日に開催した今年度の体育大会。天候不順により１日遅れでの開催となりましたが、多

くのご来賓・保護者・地域の皆様にご来校いただき、最後まで温かいご声援を賜りましたことに厚

くお礼申し上げます。 
 
今年度のテーマ『勝覇笑美戦』～やめられない とまらない 勝利への執念～の名にふさわし

く、必修種目・フィールド種目・トラック種目及び生徒会種目（学年対抗長縄跳び）に、これまで

の練習の成果を発揮しようと、生徒一人ひとりが全力で競技に臨む姿やもてる力を出し切ろうと

する姿は大変清々しく、自ずと観る者の感動を呼び起こすものでした。 

 体育大会という一大行事を通して、生徒たちは仲間と協力 

し合う態度や望ましい集団行動等を深めました。こうした力 

が今後の学校生活の随所に一層発揮されることを願ってやみ 

ません。 

なお、グラウンドの環境整備作業や大会当日の後片付け等 

関係各位及びご来校いただいた皆様の多大なるご協力をいた 

だきましたことにも改めて感謝申し上げます。ありがとうご 

ざいました。 
 
 
学校生活は前期中間テストが終わり、いよいよ明日 24 日より北空知中体連大会が始まります。

また、７月 18 日開催予定の北空知吹奏楽発表会まで残り１ヶ月をきりました。どの部活動もベス

トを尽くして臨むべく、生徒たちの健闘を願っているところです。 
 

一方、少し先になりますが、９月５日開催予定の学校祭 

に向けた活動も始まりました。 

今年度のテーマは『楽しすぎて滅！～うるさかったら 

  ごめんな祭』。「全校生徒をはじめ、学校祭にかけつけて 

くれた方々皆が楽しく笑顔になれるような最高の祭にし 

たい･･･」という願いが込められています。生徒一人ひと 

りの個性・良さが輝くような学校祭になることに期待が 

膨らみます。 
 
 早いもので前期前半の教育活動も半ばを迎え、各取組の熱量も高まってきています。生徒一人ひ

とりの確かな成長を見取りながら、身に付けさせたい資質・能力を育むことを念頭に、日々の指導

充実に努めてまいります。 

保護者・地域並びに関係機関の皆様のご理解・ご支援を引き続きお願い申し上げます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【野球部】 
 北空知春季大会（5/10・5/24） 優 勝・準優勝 
  ◇北空知・深川Ａ対深川一已（順決勝）10-0 勝利 

◇北空知・深川Ｂ対赤平・砂川・芦別（準決勝）2-0 勝利 
◇北空知・深川Ａ対北空知・深川Ｂ（決勝）25-0 

 
全日本少年軟式野球大会空知支部大会（6/14） 優 勝 

  ◇対赤平・砂川・芦別（準決勝）9-5 勝利/対滝川・新十津川（決勝）10-6 勝利 
 
【バレーボール部】 
 北空知地区中学校バレーボール大会「深川市長杯」（6/6） 準優勝 
  ◇対深川（準決勝）2-1 勝利/対沼田・雨竜（決勝）0-2 敗退 
 
【特設・陸上部】 
 北空知中学校・南空知中学校陸上競技大会（6/6） 

◇北空知中学女子１００ｍ 第 1 位      さん（13 秒 01） 
◇北空知中学女子走幅跳  第 1 位      さん（5m23cm） 

６月６日に避難訓練を実施しました。今年度初の機会となった今回の訓練は火災を想定した

もの。緊急時における避難の心構えや経路・場所の確認を行いながら、速やかに行動する能力・

態度をより向上させることを目的に行いました。 

 安全・安心な学校生活を送る上で防災教育はとても重要 

な要素となります。災害等の危険を理解し安全な行動がで 

きるようにするとともに、他の人々の安全にも気配りがで 

きる力も必要となります。 

自分自身や家族・周囲の人達を助ける「自助」や身近な 

コミュニティの人々が協力して助け合う「共助」の意識を 

煙中避難体験・担架体験を通して、生徒たちは深めること 

ができました。 

 

【６月】部活動大会結果   
 

 

【７月】行事予定から   

 

万が一への備え   

1 水 ６時間授業 17 金 ６時間授業

2 木 ６時間授業 18 土
全日本少年野球全道大会（～20
日、紋別市他）
北空知吹奏楽発表会

3 金 空知中体連大会①
４時間授業
（給食あり）
SB13:15

19 日

4 土 空知中体連大会② 20 月 海の日
5 日 21 火 SC ６時間授業

6 月 職員会議、定時退勤日 ５時間授業 22 水 CAPプログラム（1・2年） ６時間授業

7 火 ６時間授業 23 木
大掃除
CAPプログラム（3年）

６時間授業

8 水 ６時間授業 24 金 全校集会、校内研修 ５時間授業

9 木 全国運動習慣調査Web（2年） ６時間授業 25 土 夏季休業（～8月18日）

10 金 ６時間授業 26 日
全道中体連陸上大会（～29
日、旭川市）

11 土 27 月
12 日 28 火
13 月 ５時間授業 29 水
14 火 SC ６時間授業 30 木

15 水
１日参観日・学年懇談会
高校説明会（5・6校時）

６時間授業 31 金

16 木 ６時間授業 ＊SCはスクールカウンセラー面談日です



     

 全校生徒一人ひとりの体育大会にかける想い。その中で

最も多かったキーワードが“全力”と“楽しむ”。各種目の随

所にベストを尽くそうとする真剣な眼差し、それを応援す

る生徒たちの姿がありました。 

 本大会の目玉とも言える生徒会種目「長縄跳び」。各

学年ごとに昼休み等自主練習に取り組んでいましたが、

大会当日ともなると気合の入り方がまるで違い、制限時

間をフルに使い果敢にチャレンジする姿がありました。

順位もさることながら、学級全員で競技に向き合う姿に

拍手喝采でした。 

 １年見学旅行が６月 18 日に実施されました。午前はネ

イパル砂川を拠点にフォトラリーに取り組みました。初夏

を感じさせる陽気の中、グループ毎に子どもの国スポット

のプレゼン制作に向けた調べ学習を進めました。 

 昼食を兼ね、午後はグループ毎による滝川市内自主研修

その後、ＪＲを利用して帰校となりました。宿泊学習・修

学旅行の布石ともなる学びであったと同時に、中学校生活

の新たな思い出をつくる機会ともなりました。 

「勝利への執念」～全力で楽しむ 「同心協力」～和気あいあいの一日に 

 「いじめを許さない」「いじめを早期に発見して解決する」ことを目的に、今年度１回目となる

生徒アンケートを５月末に全学年で実施しました。現在実施中の教育相談から生徒個々の状況等を

改めて把握し、組織的な指導・対応に努めてまいります。 

本校「学校いじめ防止基本方針」（※詳細は学校ＨＰに掲載）のもと、いじめの未然防止・解消

に向けた取組を引き続き進めて行く予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基本的な考え方】 
 
妹背牛中学校では、すべての生徒が自分が必要とされる存在であると感じ、多様性を認め、互いに

支え合うことができる取組を進めるとともに、迅速かつ組織的な対応を徹底することにより、学校の
内外を問わずいじめが行われなくなるようにします。 
 
（次の点に留意します） 
 
⑴いじめを受けた生徒にも、何らかの原因がある、責任があるという考え方はあってはならない。
生徒にいじめにつながるような不適切な方法で人間関係の問題等に対応しようとするいじめの 
芽が生じ、いじめに向かうことのないよう、いじめの未然防止に努める。また、発生したいじ 
めに対しては、関係者相互の連携の下、早期に解消する。 

 
⑵生徒が発達の段階に応じて、望ましい人間関係を自ら構築していく力とともに、けんかなど交 
友関係から生じたトラブルやいじめの問題を解決し、人間関係を修復していく力を身に付け、 
安心して学習やその他の活動に取り組むことで、将来の夢や希望をしっかり持って、主体的に 
個性や能力を伸ばし、変化の激しい社会において、自立し、粘り強くたくましく生きていくこ 
とができる力を育む。 

 

【いじめ未然防止に向けた取組】 
 
⑴学級経営の充実 

    ●いじめアンケート（年３回）、教育相談（年２回）、hyper-QU（年２回）等を活用した 
生徒の実態把握 

    ●分かる・できる授業実践（生徒一人ひとりの成就感・充実感等の向上） 
 
⑵道徳教育の充実 

    ●自己肯定感・自己有用感の向上 
    ●すべての教育活動における人権尊重の精神や思いやりの心の育成 
 
⑶相談体制の整備 

    ●担任との教育相談を通した生徒理解の充実 
    ●スクールカウンセラーによる教育相談の充実 
 
⑷異学年交流 

    ●縦割り活動の充実（学校行事、生徒会活動等） 
 
⑸インターネット・SNS 等によるいじめ未然防止 

    ●ネットモラル教室等を通じた情報リテラシーの育成 
 
⑹小中連携による活動 
  ●小中交流いじめ撲滅集会の開催 

 いじめの定義（北海道いじめの防止等に関する条例・第２条より） 
 

 いじめとは、児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等、当該児童生
徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為（インター
ネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の苦痛
を感じているものと規定されています。 
 


